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東
京
都
立
大
学
は
首
都
大

学
東
京
と
名
称
変
更
が
行
わ

れ
た
。
都
立
大
学
附
属
高
校

は
今
年
入
学
し
た
桜
修
館

の

１
年
生
が
高
校
３
年
に
な
る

ま
で
存
続
し
、
そ
の
後
に
廃

校
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
校

旗
、
校
歌
、
校
章
は
桜
修
館

に
引
き
継
が
れ
、
記
念
祭
や

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
行
事

は
附
属
高
と
桜
修
館
合
同
で

行
わ
れ
る
と
い
う
。
伝
統
で

あ

っ
た

「
真

理

の
探
究
」
と

「自
由
と
自
治
」
の
う
ち
前
者

は
継
続
さ
れ
、
後
者
は
表
現

が
変
わ

っ
た
。
サ
イ
バ
ン
島

が
陥
ち
た
時
、
当
時

の
佐

々

木
校
長
は

「
日
本
は
負
け
る
。

こ
れ
か
ら
諸
君
を
支
え
る
も

の
は
学
問
で
あ
る
。
学
問
は

自
由
だ
」
と
朝
礼

で
述
べ
た

こ
と
が
再
び
思
い
出
さ
れ
る
。

今
年
入
学
し
た
桜
修
館

の

新
入
生
は
１０
倍

の
難
関
を
突

破
し
た
若
者
で
あ
る
。
し
つ

か
り
基
礎

的

な
勉

強
を

し

て
、
自
分

の
も

つ
才
能
を
更

に
伸
ば
し
、
将
来
は
日
本
を

背
負

っ
て
立

つ
よ
う
な
人
材

に
育

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
は
自
由
な
雰
囲

気

の
中

で
存

分

に
自

ら
学

び
、
自
己
を
磨
き
、
自
己
責

任
で
全
て
を
処
し
て
欲
し
い
。

沼
津
寮
は
社
団
法
人
格
を

持

つ
父
母
会

の
所
有
で
あ
る

が
、
利
用
価
値
が
薄
れ
処
分

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

寮

の
前
は
美
し
い
海
だ
っ
た

が
今
は
汚
染
が
著
し
く
水
泳

理
事
長

内
野
滋
雄

も

で
き
な
い
。
時
代

の
流
れ

で
止
む
を
得
な
い
が
桜
修
館

の
諸
君
が
利
用
で
き
な
い
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。

同
窓
会

に
つ
い
て
も
、
附

属
高
校
と
桜
修
館
が
同
じ
同

窓
会
と

な

る
と

は
限
ら

な

い
。
伝
統
や
文
化
は

一
日
に

し
て
は
成
ら
な
い
が
、
わ
れ

わ
れ
の
そ
れ
を
桜
修
館
が
受

け
継

い
で
欲
し
い
と
願
う
人

も

い
れ
ば
反
対
考
も

い
る
。

結
論
は
今
年

の
新
入
生
が
卒

業
す
る
６
年
後
に
出
る
。

そ
こ
で
、
同
窓
会

の
存
続

意
義
だ
が
、
ま
ず
情
報
量

の

多

い
同
窓
会
名
簿
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
個
人
情
報

保
護
で
何
も
記
載
さ
れ
て
い

な
い
名
簿

で
は
発
行
す
る
意

味
が
な
い
。
愛
校
心
が
先
輩

後
輩

の
絆
を
強
く
す
る
。
そ

れ
が
薄

い
の
で
は
同
窓
会

の

意
義
も
薄

い
。
愛
国
心
が
国

会

で
問
題
に
な

っ
て
い
る
が

馬
鹿
げ
た
話
だ
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
騒
ぐ

の
は
愛
国

心

の
発
露

で
は
な

い
の
か
。

同
窓
会

の
今
後

の
参
考
に
な

る
。

桜
修
館

（中
学

一
年
生
）
を
交
え
た
６
４
０
人
が
創
る

「第
５８
回
記
念
祭
」
を
見
に
行
こ
う
！

９
月
９
日
（土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

‐０
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分

園
困
園
□

１
、
新
し
い
風
を
吹
か
せ
よ
う
（中
学
生
と
と
も
に
創
る
記
念
祭
）

２
、
祭
飾
健
美
（久
し
ぶ
り
の
校
舎
で
の
記
念
祭
を
美
し
く
飾
ろ
う

３
、
開
始
前
よ
り
き
れ
い
な
学
校
（新
校
舎
を
大
切
に
し
よ
う
）

４
、
想
像
を
創
造
し
よ
う
（み
ん
な
の
思
い
を
実
現
し
よ
う
）
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鉄

更
に
魅
力
あ
る
学
校

都
立
大
学
付
属
高
校

一
、
今
年
度
両
校
の
募
集
状
況

両
校
と
も
高
倍
率
と
な
り

ま
し
た
。
更
に
魅
力
あ
る
学

校
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
教
員
の
異
動
状
況

転
出

（氏
名
・担
任
・転
出
先
）

望
月
益
三

（国
語
）

都
立
美
原
高
校

後
藤
啓
子

（国
語
）

千
代
円
区
立
九
段
中
等

教
育
学
校

都立大学附属高校
①推薦入学募集人員 :31名 (男子 :16名 、女子 :15名 )

応募者数 :141名 (■ 5倍 )、 男子 :59名 (37倍 )、 女子 :82名 (55倍 )
②一次募集人員 :125名 (男子 :65名 、女子 :60名 )
応募者数 :243名 (■ 9倍 )、 男子 :128名 (20倍 )、 女子 :115名 (■9倍 )

桜修館
①募集人員 :160名

応募者数 :1,544名 (97倍 )、 男子 :641名 、女子 :903名

②書類審査合格者数 :1,036名、男子 :506名 、女子 :530名

´
」

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
校
長

石
坂
康
倫

と
桜
修
館
つ
現
状

松
永
　
学

（数
学
）

都
立
九
段
高
校

越
智
景
三

（数
学
）

都
立
町
田
高
校

寺
林
靖
彦

（保
健
体
育
）

都
立
深
沢
高
校

小
池
良
夫

（英
語
）

都
立
六
郷
工
科
高
校

清
田
洋

一

（英
語
）

都
立
武
蔵
高
校

転
入

（氏
名
・担
任
・転
人
元
）

土
岐
統
子

（国
語
）

都
立
農
芸
高
校

勝
浦
ス
ミ
子

（国
語
）

都
立
杉
並
高
校

望
月
典
子

（数
学
）

都
立
上
川
高
校

澤
田
貴
啓

（数
学
）

都
立
目
立
高
校

新
城
菜
穂
子

（英
語
）

都
立
野
津
田
高
校

北
田
和
吉

（英
語
）

新
規
採
用

三
、
定
時
制
課
程
の
開
課
程

平
成

一
七
年
度
を
も
ち
ま

し
て
、
昭
和
二
三
年
か
ら
五

八
年
間
続
き
ま
し
た
定
時
制

課
程
を
開
じ
ま
し
た
。

平
成

一
八
年

二
月

三
日

（金
）
に
、
第
五
九
回
卒
業

証
書
授
与
式

に
引
き
続
き
、

開
課
程
記
念
式
典
を
挙
行

い

た
し
ま
し
た
。

本
校
に
縁

の
あ
る
多
く

の

皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
厳

粛
な
中
に
も
心
温
ま
る
思

い

出
深
い
式
と
な
り
ま
し
た
。

正

門

か
ら
入

っ
た
す
ぐ

右

側

の
植

え

込

み

の
中

に

は
、
「
学
は
光
な
り
」
と
書

い
た
記

念
碑

を
設

置

い
た

し
ま
し
た
。
是
非
、
来
校
の

折
り
に
ご
覧
頂
け
れ
ば
嬉
し

く
思

い
ま
す
。

尚
、
都
立
大
学
附
属
高
等

学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定

時
制
課
程

の
窓
口
を

一
年
間

設
置
し
て
お
き
ま
す

の
で
、

お
開
き

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い

で
す
。
長

い
間
、
本
校
定
時
制
課

程
を
ご
支
援
頂
き
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た

ｃ

校門側から見た新校舎の全景。(左が旧都立大学、現めぐろ区民キャンパス)

↑定時制課程閉課程記念碑
←ブレザーとタータンチェックのスカートが

評判の桜修館の制服(学校説明資料より)

岐
路
に
立
つ
同
窓
会

ヽ
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「
二
期
同
期
会
」

日
時

一

平
成
１７
年
１１
月
２８
日
（日
）

午
後
６
時
～
９
時

会
場

¨

京
都
市

「
三
木
半
」
（昭
和
２６

年
に
修
学
旅
行
の
宿
泊
旅
館
）

参
加
者

一
１９
名

本
会
は
毎
年
秋
に
東
京
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
東
京

と
京
都
の
幹
事
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
５４
年
の
昔
、
修
学
旅
行
の

時
泊
ま

っ
た
宿
で
会
を
開
く
こ

と
が
で
き
、
感
無
量
で
あ
り
ま

し
た
。
大
部
分
の
方
は

一
泊
さ
れ
、

翌
日
は
有
志
１３
人
で
往
時
を
偲

び
な
が
ら
京
都
市
内
を
観
光
し

ま
し
た
。

予
告

一
平
成
１８
年
度
の

「
二
期

同
期
会
」
は
、
Ｈ
月
９
日

（本
）

午
前
１２
時
～
午
後
２
時
、
母
校

の
跡
地

に
あ
る

「
シ
ェ
松
尾
」

（電
話
０
３
‐
５
７
０
１
‐
０
８

２
８
）
で
開
催
予
定
。

幹
事
は
、
古
木
、
村
形
、
井
出

の
み
な
さ
ん
。
（平
岩
阿
佐
夫

・
記
）

活
発
な
同
期
会
・ク
ラ
ス
会
ｏ同
好
会

「第
４
期
生
の
集
い
」

日
時

一

平
成
１８
年
５
月
２０
日
（ｔ
）

午
後
３
時
～
５
時

会
場

¨

め
ぐ
ろ
区
民
キ
ャ
ン
パ
ス

「
シ
ェ
松
尾
」

参
加
者

一
１９
名

数
十
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
平

成
１５
年
に
続
き
、
古
希
を
迎
え

た
今
年
は
、
喜
多
先
生
を
お
迎

え
し
て
開
催
。
初
参
加
１３
名
を

含
め
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
旧
交
を
温
め
た
。

（野
口
貞
義

・
記
）

「第
五
期
生
同
期
会
」

日
時

一

平
成
１８
年
５
月
２１
日

（日
）

午
後
２
時
３０
分
よ
り

会
場

¨
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

参
加
者

一
５６
名

Ｃ
組
担
当
の
小
松
利
夫
先
生

よ
り
、
次
回
は
出
席
し
た
い
旨

の
長
文
の
お
手
紙
を
頂
載
し
掲

示
。
今
年
は
会
員
が
古
希
を
迎

え
る
節
日
な
の
で
会
場
を
豪
華

に
し
た
。
平
成
１６
年
よ
り
３
年

連
続
、
常
時
６０
名
前
後
の
出
席

が
あ
る
。

幹
事
代
表
挨
拶
、
乾
杯
に
続

き
、
母
校
と
同
窓
会
の
現
状
等

を
評
議
員
よ
り
説
明
。
最
後
に

村
主
君
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
校
歌

斉
唱
。
盛
会
裡
に
来
年
の
再
会

を
約
し
て
散
会
し
た
。
（清
水
　
守
）

「６
潮
卒
業
同
期
会
」

日
時

一・

平
成
１８
年
５
月
１４
日

（日
）

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

会
場

一

め
ぐ
ろ
区
民
キ
ャ
ン
パ
ス

「
シ
ェ
松
尾
」

参
加
者

¨
３９
名

私
た
ち
６
期
は
、
１０
年
前
か

ら
有
志
が
幹
事
と
な
り
、
同
期

会
を
毎
年
秋

に
開
催
し
て
お

り
、
始
め
は
６０
名
を
超
す
方
々

が
集
ま

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

０４
年
に
は
３４
名
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ

こ
で
０５
年

は
お
休

み
と

し
、
今
年
は
春
に
卒
業
５０
周
年

を
記
念
す
る
会
を

「
シ
ェ
松
尾
」

で
行

い
、
愉
し
く
音
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

次
回
は
皆
が
古
希
を
迎
え
終

わ

っ
た
０８
年
春
の
開
催
を
考
え

て
い
ま
す
。

（戸
井
啓
雄

・
記
）

「第
１１
期
生
同
期
会
」

日
時

¨

平
成
１７
年
５
月
２８
日

会
場

一
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

我
々
は

一
年
お
き
に
担
当
ク

ラ
ブ
を
決
め
、
在
学
中
に
所
属

し
て
い
た
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

が
幹
事
役
に
な
り
、
順
送
り
で

や

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
幹

事
は

″
音
智
〃
で
し
た
。

（次

回
は
バ
レ
ー
部
）

今
や
担
任
の
先
生
で
唯
お

一

人
ご
存
命
の
、
英
語
の
上
田
先

生

に
出
席
し
て

い
た
だ

た
。ま
ず
出
席
者
の
最
大
の
関
心

事
で
あ
る
母
校
の
近
況
を
小
生

か
ら
説
明
し
、
上
田
先
生
の
ご

挨
拶
の
後
、
ク
ラ
ブ
ご
と
に
近

況
の
報
告
が
あ
り
、
母
校
の
校

歌
や
伝
統
の
歌
を
歌

い
、
記
念

撮
影
を
行

っ
て
解
散

し
ま
し

た
。
次
回
は
２
０
０
７
年
に
な

り
ま
す
。
　

（蓑
原
利
憲

・
記
）

「
フ
期
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

¨

平
成
１７
年
４
月
２３
日

（ｔ
）

午
後
５
時
～

会
場

¨
青
山

「う
す
け
ぼ
―
」

参
加
者

¨

男
子
１２
名
、
女
子
５
名

今
回
の
名
簿
作
成
の
連
絡
か

ら

「
ク
ラ
ス
会
や
る
の
？
」
と

い
う
話
が
出
、
そ
れ
が
契
機
と

な
り
開
催
。

３０
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
は
盛

会
に
終
了
し
、
２
年
後
に
ま
た

開
く
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

（平
尾
民
子

・
記
）

「
２０
期
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

¨

平
成
１８
年
５
月
２６
日

（金
）

会
場

¨
渋
谷

「北
海
道
」

参
加
者

¨
１８
名

卒
業
以
後
、
初
め
て
の
会
を

開
催
。
個
人
的
に
会

っ
て
い
た

方
も
い
ま
し
た
が
、
３６
年
振
り

の
再
会
で
、
二
次
会
ま
で
、
ず
っ し

と
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

（森
田
秀
利

・
記
）

「認
期
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

一

平
成
１７
年
４
月
２３
日

（土
）

午
後
６
時
～
８
時
３０
分

会
場

¨

渋
谷
道
玄
坂

「
バ
ン
ダ
レ
ス

ト
ラ
ン
」
（‐Ｈ

「井
門
」
）

参
加
者

一
２５
名

３
年
間
担
任
い
た
だ
い
た
前

澤
捷
子
先
生
を
囲
ん
だ
、
久
し

振
り
の
大
ク
ラ
ス
会
と
な
り
、

二
次
会
～
二
次
会
と
話
が
尽
き

ず
、
楽
し
い
一
晩
を
過
ご
し
ま

し
た
。
　

　

（内
田
　
稔

・
記
）

「
２３
期
同
期
会
」

日
時

¨

平
成
１８
年
１０
月
２８
日
（土
）

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

会
場

¨
青
学
会
館
（渋
谷
）

会
費

¨
７
，０
０
０
円
程
度

改
め
て
各
人
に
案
内
書
を
送
り

ま
す
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
　

　

（小
木
員
如

・
記
）

「機
械
技
術
研
究
会

Ｏ
Ｂ
の
会
」

日
時

¨

平
成
１８
年
１０
月
１４
日

（土

・
鉄
道
記
念
日
）

午
後
３
時
～
５
時

会
場

一
青
学
会
館

（渋
谷
）

会
費

¨
７
，０
０
０
円

ＩＨ
制
府
立
高
校
の
鉄
道
研
究

会
を
引
き
継
ぎ
、
自
動
車
、
飛

行
機
、
宇
宙

ロ
ケ
ツ
ト
に
ま
で

領
域
を
広
げ
、
「
機
械
技
術
研

究
会

（通
称

一
機
研
）
」
と
改

称
し
た
伝
統
あ
る
公
式
部
活
動

で
す
が
、
数
十
年
ぶ
り
に
Ｏ
Ｂ

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
正
式
な
案
内
を
９
月
初
旬
に

「
同
窓
会
名
簿
２
０
０
５
」
に

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
に
お
送

り
し
ま
す
。

原
稿
募
集

同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
、
同
好
会

の
レ
ポ
ー
ト
と
予
告
を
募
集
し

ま
す
。

原
稿
の
要
領
は
、
①
会
の
名
称
、

②
開
催
同
時
、
③
会
場
、
④
内

容
の
説
明

（１
０
０
字
以
内
）
、

⑤
会
を
象
徴
す
る
写
真
１
枚

次
号
原
稿
締
切
日

¨

平
成
１９
年
５
月
３１
日

3 原稿の送り先 :〒 158-0084世田谷区東玉川2-3-15 野口貞義方 同窓会報編集委員会事務局 Fax.03-3720-6007
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「沼
津
寮
見
納
会
」
報
告

去
る
５
月
困
日
、
２３
期

の

有
志

で

「
沼
津
寮
見
納
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

我
々
が
盛
ん
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
施
設
と
は
全

く
違
う
建
物
で
し
た
が
、
集

合
写
真
を
撮
っ
た
際
に
バ
ツ
ク

に
写

っ
て
い
た
松

の
本
は
健

在
で
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
ｃ

当
時
は
防
波
堤
も
な
く
、

寮
か
ら
砂
浜
が

一
望
で
き
た

の
で
す
が
、
今
は
防
風
林
と

堤
で
、
寮
に
い
る
と
波
の
音

だ
け
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
ｃ

高
橋
勝
雄
寮
長
と

一
緒
に

写
真
を
撮

っ
て
お
別
れ
し
て

参
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
使
え
る
沼
津
寮

で
し
た
が
、
６
月
で
閉
鎖
と

聞
き
と
て
も
残
念
で
す
。

高
橋
さ
ん
が
よ
く
管
理
し

て
く
れ
て
い
て
、
壊
す
に
は

惜
し

い
も

の
で
し
た
が
、
レ

ジ
ャ
ー
の
多
様
化
で
利
用
者

が
少
な
く
な

っ
た
と
聞
き
致

し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
こ
こ
ま
で
維
持
し
て

い
た
だ

い
た
父
母
会

関
係

者
、
管
理
し
て
い
た
だ

い
た

歴
代

の
管
理
人
の
方
々
に
感

謝
し
ま
す
。

（
２３
期

¨
橋
場
麻
子
、
小
木

員
如
、
堀
内
裕
二
、
水
野
聡

子
、
野
本
康
夫
）

「第
２４
回
八
雲
展
」
盛
況

旧
制
府
立
と
新
制
都
立
の

美
研

の
Ｏ
Ｂ
で
始
め
ら
れ
た

恒
例
の

「
八
雲
展
」
が
、
今

年
も
５
月

１９
日
か
ら
２４
日
ま

で
、
品
川
区
大
崎

の

「
０
美

術
館
」
で
開
催
さ
れ
た
。

当
初
は
新
制
７
期
ぐ
ら
い

ま

で
の
卒
業
生
、
つ
ま
り
松

岡
正
雄
先
生
の
薫
陶
を
受
け

た
世
代
が
参
加
し
て
い
た
が
、

２１
国
以
来
、
そ
れ
以
降
の
若

懐かしの「更科」

「
お
昼
、
何

に
す

る
？
」

一
更
科
―
」
と
、
更
科
に
通

い
つ
め
た
方
も
た
く
さ
ん
い

ら

つ
し

や
る

こ
と

で
し

ょ

う
ｃ
一
あ

つ
あ

つ
の
花
巻
そ

ば
」
を
フ
ー
フ
ー
食
べ
て
い

た
友
の
顔
が
う
か
び
ま
す
。

麻
布
永
坂
更
科
二
本
榎
支

店
で
修
行
を

つ
ん
だ
宮
川
音

松
氏
に
よ
り
、
昭
和
９
年
に

「
柿

の
本
坂
更
科
」
を
創
業
、

２５
年
に
は
総
檜
造
り

の
お
店

に
建
替
え
、
４４
年
に
は
大
き

な
駐
車
場
の
あ
る
３
階
建
て

の
お
店

へ
と
、
府
立
、
都
立

い
卒
業
生
や
都
立
大
学
の
美

術
愛
好
者
に
も
呼
び
か
た
結

果
、
今
年
は
４９
名

の
出
展
者
、

１
０
６
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
例
年
の
と
お
り

一
千
人
を

越
え
る
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

一
つ
の
学
校

の
Ｏ
Ｂ
だ
け

の
展
覧
会
と
し
て
、
こ
れ
だ

け
の
回
数
を
重
ね
て
い
る
例

は
非
常
に
珍
し
く
、
ま
た
作

品
の
レ
ヴ

エ
ル
が
高

い
と
評

判
だ

っ
た
。

来
年
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

開
催

の
予
定

で
、
事
務
局
で

は
、
美
研
の
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、

美
術

の
好
き
な
、
特
に
若

い

卒
業
生
の
参
加
を
歓
迎
し
て

い
る
ｃ

問

い
合
わ
せ
は
、

八
雲
展
事
務
局

¨

Ｔ

ｅ
ｌ

＆

Ｆ

ａ
Ｘ
．０

４

２

１

４

フ

２
１
１

０

１

５

杉
本
ま
で

の
生
徒
た
ち

の
お
腹
を
美
味

し
く
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
平
成
１６
年

８
月
末
に
お
店
を
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
Ｇ

一
う
ま
か

っ
た
よ
な
」
と

懐
か
し
む
方
は
、
近
く
で
は

東

玉

川

や
上

野
毛

の
更
科

で
、
あ
の
味
を
楽
し
め
る
そ

う
で
す
。

（取
材

¨
１６
期

・
蓮
井
房
子
）

写
真
は
昭
和
２５
年
新
築
当
時

の

一
更
科
」

（
二
代
目
宮
川

朝
生
氏
提
供

「
そ
ば
め
お
と

五
十
年
」
よ
り
）
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▲囲 1932帥 7)府 II高ギじ校党成のころ
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「同
窓
会
名
簿
２
０
０
５
」
注
文
の
方
法

郵
便
局
に
備
え
付
け
の

「払
込
取
扱
票
」
（振
替
用
紙
）
に
、

日
座
番
号

¨
０
０
１
８
０
１
５
１
３
９
０
５
５
２

加
入
者
名

¨
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
同
窓
会

頒
布
価
格

¨
１
冊
２
，
５
０
０
円

（送
料
を
含
む
）

通
信
欄
に

「
同
窓
会
名
簿
○
冊
注
文
」
と
明
記
し
振
替
送

金
を
し
て
く
だ
さ
い
。
２
週
間
ほ
ど
で
お
送
り
し
ま
す
。

●
但
し
、
昭
和
６２
年
卒
業
の
第
３７
期
か
ら
平
成
１８
年
卒
業

の
５６
期
ま
で
の
会
員

（死
亡
と
住
所
不
明
者
を
除
く
）

に
は
、
規
定
に
よ
り

″無
料
贈
呈
″
し
ま
す
の
で
、
ま

だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
葉
書
に
、
卒
業
期
、

組
、
氏
名
、
送
り
先
住
所
を
明
記
の
う
え
左
記
宛
お
送

り
く
だ
さ
い
。

〒
１
５
８
‐
０
０
８
４
　
世
田
谷
区
東
玉
川
２
１
３
１
１５

野
口
貞
義
方
　
同
窓
会
名
簿
係

住
所

の
変
更
、
住
所
表
示
の

変
更
な
ど
、
同
窓
会

へ
の
ご
連

絡
は

″郵
便
″
で
左
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

〒

１

５

２

１
０

０

２

３

目
黒
区
八
雲
１
１
１
１
２

東
京
都
立
大
学

附
属
高
等
学
校
同
窓
会

お
送
り

い
た
だ

い
た
情
報

は
、

一
ヵ
月
に

．
回
程
度
ま
と

め
て
、
各
期

の
理
事

に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
が
、
そ

の
取

り
扱

い
は
理
事

の
責
任
と
し
、

理
事
が
決
ま
っ
て
い
な
い
期
は
、

同
窓
会
が
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。

4

制作 :水谷洋泰 (1期 )

同
窓
会
へ
の
連
絡
は

¬


